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敷地前面海域の断層の連動評価に関して、北端部付近の堆積構造、南端部付近の陸域の地質構造に関する見解等も含め追加
の説明を行うこと。
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１．岩内堆南方背斜南方の陸域の地質及び地質構造について

＜検討内容＞

検討対象範囲（拡大図）

＜検討内容＞
岩内堆南方背斜の南方陸域の地質及び地質構造について確認し，

海域の地質構造との対比等を行った。

検討対象範囲（拡大図）

岩内堆南方背斜

泊発電所泊発電所

4

左図：表層に堆積する数十m程度の薄層（主にⅠ,Ⅱ層）を剥いだ地質分布図に地質構造
を重ね合わせたもの



１．岩内堆南方背斜南方の陸域の地質及び地質構造について

【岩内堆南方背斜南方の構造】
○岩内堆南方背斜の南方延長部ではⅥ層の褶曲構造が認

測線EW8A及び測線EW8SA
○岩内堆南方背斜の南方延長部ではⅥ層の褶曲構造が認
められ，その構造は，沿岸部でⅢ層に不整合に覆われる。

○測線EW8以南で認められるⅥ層の褶曲は，大局的にN-S
～NNW-SSE走向を示す。

岩内堆南方背斜

測線EW9B

※音源：エアガン

測線EW8A及び測線EW8SA

測線EW9B

測線EW13B

測線EW13B
※音源：ブーマー

海域のⅥ層の褶曲
の延長部が推定され
る範囲

（海域の地質は，表層に堆積する数十m程度の薄層（主にⅠ,Ⅱ層）を剥いで表示。）

Ⅵ層の褶曲構造がⅢ層に覆われていない範囲

Ⅵ層に認められる背斜軸
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※音源：ブーマー

弁慶岬西方海域の地質図及び地質断面図



【岩内堆南方背斜延長部の陸域の構造】
○岩内堆南方背斜の南方延長部の陸域では 上部中新統

１．岩内堆南方背斜南方の陸域の地質及び地質構造について

○岩内堆南方背斜の南方延長部の陸域では，上部中新統
の二股層（海域のⅥ層相当）等が分布し，N-S～NNW-
SSE走向の褶曲構造が認められる。

海域のⅥ層の褶曲の延
長部が推定される範囲長部が推定される範囲

（海域の地質は，表層に堆積する数十m程度の薄層（主にⅠ,Ⅱ層）を剥いで表示。）
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岩内堆南方背斜南方延長部の地質図及び地質断面図



【岩内堆南方背斜延長部周辺（南方及び西方）の地質】

１．岩内堆南方背斜南方の陸域の地質及び地質構造について

○沿岸部で認められるN-S～NNW-SSE方向の構造の南方延長部（内陸部）では，先第三系の泊川層群が分布する。新第三系の二股層等は，
先第三系を取り巻くように分布し，海域及び沿岸部で認められるN-W～NNW-SSE方向の構造は連続しない。

左図範囲

海域のⅥ層の褶曲の延
長部が推定される範囲

狩場山

岩内堆南方背斜南方延長部の地質図

先第三系の分布（Pt）
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石田ほか（1991），石田ほか（1983）及び秦ほか（1979）に加筆修正

検討対象地域周辺の地質図

石田ほか（1991），石田ほか（1983）及び秦ほか（1979）に加筆修正

検討対象地域周辺の地質図



【岩内堆南方背斜延長部の陸域の地形】
○岩内堆南方背斜南方延長部の陸域では 変位地形は認められない

１．岩内堆南方背斜南方の陸域の地質及び地質構造について

○岩内堆南方背斜南方延長部の陸域では，変位地形は認められない。

海域のⅥ層の褶曲の延長部
が推定される範囲が推定される範囲

※当該地点周辺は，基盤岩に直接厚い崖
錐が分布し 段丘面の認定が難しい
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岩内堆南方背斜南方延長部の地形分類図

錐が分布し，段丘面の認定が難しい。

（海域の地質は，表層に堆積する数十m程度の薄層（主にⅠ,Ⅱ層）を剥いで表示）



【岩内堆南方背斜延長部の沿岸部の構造】

１．岩内堆南方背斜南方の陸域の地質及び地質構造について

【岩内堆南方背斜延長部の沿岸部の構造】
○岩内堆南方背斜南方延長部の音波探査測線（EW14BおよびNESW6B）により，沿岸部の地質・地質構造を検討した。

測線EW14B（P10）

（海域の地質は，表層に堆積する数十m程度の薄層（主にⅠ,Ⅱ層）を剥いで表示）

9

岩内堆南方背斜南方延長部の地質図

Ⅵ層の褶曲構造がⅢ層に覆われていない範囲



＜測線EW14B＞

１．岩内堆南方背斜南方の陸域の地質及び地質構造について

Ⅵ層は，Ⅲ層及びⅤ層に不整合で覆われ，
これらの地層に変位及び変形は認められない。
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音波探査記録及び地質断面図（測線EW14B 音源：ﾌﾞｰﾏｰ）



＜測線NESW6B＞

１．岩内堆南方背斜南方の陸域の地質及び地質構造について

Ⅵ層は，Ⅲ層に不整合で覆われ，これらの地層に変位及び変形は認められない。
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音波探査記録及び地質断面図（測線NESW6B 音源：ﾌﾞｰﾏｰ）



１．岩内堆南方背斜南方の陸域の地質及び地質構造について

【岩内堆南方背斜南方の構造について】【 方 方 造 】
○岩内堆南方背斜の南方の測線EW8,EW9及びEW13では，N-S～NNW-SSE走向のⅥ層の褶曲構造が認められる。
○上記褶曲の南方延長部の陸域では，中新統の地層に同走向の褶曲が認められるが，これらの褶曲は，その南方に分布する先第三系には認め

られない。
○海域のⅥ層及び陸域の中新統に認められる褶曲構造は，沿岸部で中部更新統のⅢ層に不整合に覆われ，Ⅲ層には変位及び変形が認められ

ない。ない。

陸域及び海域に認められるN-S～NNW-SSE走向のⅥ層の褶曲構造は，中期更新世以降の活動性が認められないことから，敷地前面海域の
連動の南端は，岩内堆南方背斜が認められなくなる測線EW9Bとする。

岩内堆南方背斜

音波探査結果よりⅢ層の分音波探査結果よりⅢ層の分
布が推定される範囲

Ⅵ層に認められる背斜軸

岩内堆南方背斜南方延長部の地質図

（海域の地質は，表層に堆積する数十m程度の薄層（主にⅠ,Ⅱ層）を剥いで表示）
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２．ｆ1断層北方の褶曲の活動性について
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２．ｆ1断層北方の褶曲の活動性について

＜検討内容＞＜検討内容＞
敷地前面海域の断層の連動で考慮している各断層（セグメント）※に

ついて，背斜構造の成長様式に着目した音波探査記録の特徴を確認
し，ｆ１断層北方の高まり周辺の音波探査記録と対比を行った。

ｆ１断層北方の高まり

※連動の対象としている断層について
①岩内堆東撓曲，②岩内堆南方背斜，③Fs-10断層（ｆ１断層含む）は，それぞれの断層

③F 10断層

岩内堆南方背斜～Fs-10断層にかけて
は地形の高まりがN-S方向に連続するが，
f1断層以北ではNW-SE方向に高まりが
連続する。

f1断層

に関連した褶曲により形成された高まりの東側基部に認められる西傾斜の断層である。

①～③の断層及び撓曲は，連続して認められないものの大局的な地質構造，地質分布
等を考慮して連動評価の対象としている。

③Fs‐10断層

泊発電所

①岩内堆東撓曲

泊発電所

②岩内堆南方背斜
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表層に堆積する数十m程度の薄層（主にⅠ,Ⅱ層）を剥いだ地質分布図に
地質構造を重ね合わせたもの



＜各断層の活動性の評価について＞

２．ｆ1断層北方の褶曲の活動性について

○断層の活動性の評価にあたっては，褶曲の前翼及び後翼の変形の軸面の連続性ならびに褶曲が成長している間に堆積した地層の堆積
状況（growth strata）等に着目し評価を行った。

岡村（2000）に加筆
：変形軸面（前翼側） ：変形軸面（後翼側）

褶曲が成長している期間中に地層が堆積する場合は，ヒンジ固定型の褶
曲及びヒンジ移動型の褶曲のいずれにおいても，褶曲の成長中に堆積した
地層の層厚が褶曲構造の低下側で厚くなる堆積構造が形成される。

褶曲が成長している場合は，褶曲の前翼または後翼において変形軸面（固
定軸面または移動軸面）が連続する。

D.W.Burbank，R.S.Anderson（2011）に加筆
岡村（2000）に加筆
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褶曲の前翼または後翼における変形軸面の連続，堆積層の層厚変化が認められる地層から，最新活動時期に関する検討を行った。



【岩内堆東撓曲（測線g）】

２．ｆ1断層北方の褶曲の活動性について

岩内堆

寿都海底谷

岩内堆

寿都海底谷

※変形が及んでいると考えられる地層の一部を着色

褶曲の前翼側に変形軸面が認められ，Ⅱ層内部
まで連続する。

前翼側のⅢ層，Ⅳ層に層厚の変化が認められる。

後翼側は，寿都海底谷の断層，侵食等により不
明瞭である

寿都海底谷
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明瞭である。

音波探査記録及び地質断面図（測線g 音源：GIｶﾞﾝ）

岩内堆東撓曲



【岩内堆南方背斜（測線EW4A）】

２．ｆ1断層北方の褶曲の活動性について

【 方 （ ）】

寿都海底谷

寿都海底谷

岩内堆南方背斜③

※変形が及んでいると考えられる地層の一部を着色

寿都海底谷

褶曲の前翼側のⅤ層に変形軸面が認められるが，
growth strata は侵食により不明瞭である。

後翼側は，Ⅳ層まで変形軸面が伸び，層厚の変
化も認められる。Ⅱ層，Ⅲ層については層厚が薄
く不明。
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音波探査記録及び地質断面図（測線EW4A 音源：ｴｱｶﾞﾝ）



【Fs-10断層（測線B-4）】

２．ｆ1断層北方の褶曲の活動性について

褶曲の前翼側に変形軸面が認められ，Ⅱ層基底
まで連続する。

前翼側のⅢ層 Ⅳ層に層厚の変化が認められる

Fs-10

※変形が及んでいると考えられる地層の一部を着色

音波探査記録及び地質断面図（測線B-4 音源：GIｶﾞﾝ）
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前翼側のⅢ層，Ⅳ層に層厚の変化が認められる。 ※変形が及んでいると考えられる地層の 部を着色



【f1断層（測線KEM4）】

２．ｆ1断層北方の褶曲の活動性について

※変形が及んでいると考えられる地層の一部を着色

褶曲の前翼側に変形軸面が認められ，Ⅲ層下部まで連続する。

前翼側のⅢ層下部，Ⅳ層に層厚の変化が認められる。

（ ）
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南部（Fs-10断層）に比べ，活動性が不明瞭である。※

※本測線では，後期更新世以降の活動は認められないが，近傍のシングルチャ
ンネル音波探査記録で後期更新世以降の活動を否定できないことから，震源
として考慮する活断層と評価している。 音波探査記録及び地質断面図（測線KEM4 音源：ｴｱｶﾞﾝ）



＜測線KEM3＞

２．ｆ1断層北方の褶曲の活動性について

f1断層延長部f1断層延長部

褶曲の前翼側のⅤ層に変形軸面が認められるが，
Ⅳ層では不明瞭となる。また，Ⅳ層上部以上の地
層に層厚の変化は認められない
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層に層厚の変化は認められない。

後翼側（測点1,400～1,600）では，Ⅲ層がほぼ
水平に堆積し，層厚の変化も認められない。 音波探査記録及び地質断面図（測線KEM3 音源：ｴｱｶﾞﾝ）



＜測線KEM3＞

２．ｆ1断層北方の褶曲の活動性について

ⅡⅤ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅳ層下部にごくわずかな変形が認められる。

Ⅳ層上部，Ⅲ層及びⅡ層は，ほぼ水平に堆積している。

Ⅴ

※変形が及んでいると考えられる地層の一部を着色

撓曲基部の軸
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ニアトレース記録（測線KEM3 音源：ｴｱｶﾞﾝ）



＜測線KEM2＞

２．ｆ1断層北方の褶曲の活動性について

f1断層延長部断層延長部

褶曲の前翼側のⅤ層に変形軸面が認められるが，
Ⅳ層では不明瞭であり，Ⅲ層には変形軸面は認
められない

22

められない。

前翼側，後翼側共にⅢ層に層厚の変化は認めら
れない。

音波探査記録及び地質断面図（測線KEM2 音源：ｴｱｶﾞﾝ）



＜測線KEM2＞

２．ｆ1断層北方の褶曲の活動性について

Ⅱ
Ⅴ

Ⅳ層内にわずかな変形が認
められるが，下位層からの
累積性は認められない。

Ⅴ層の変形軸面はⅣ層に連続しない。Ⅳ層にわずかな変
形が認められるが，下位層からの累積性は認められない。

Ⅲ層下部は下位の地層に平行に堆積し Ⅲ層上部～Ⅱ層
※変形が及んでいると考えられる地層の一部を着色
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Ⅲ層下部は下位の地層に平行に堆積し，Ⅲ層上部～Ⅱ層
は，ほぼ水平に堆積している。

ニアトレース記録（測線KEM2 音源：ｴｱｶﾞﾝ）



＜測線KEM1＞

２．ｆ1断層北方の褶曲の活動性について

① ②

※変形が及んでいると考えられる地層の一部を着色

前翼側では高まりの基部付近（①）及び堆積盆内
（②）に，Ⅳ層の変形が認められるが，Ⅲ層には
変形軸面は認められず，また，層厚の変化も認め
られない。

後翼側のⅢ層に層厚の変化は認められない。
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音波探査記録及び地質断面図（測線KEM1 音源：ｴｱｶﾞﾝ）



＜測線KEM1＞

２．ｆ1断層北方の褶曲の活動性について

① ②

撓曲基部の軸

①では，Ⅳ層に変形が認められ，これを不整合に覆
うⅢ層及びⅡ層は，高まりに対してアバットしている。

②では わずかに変形しているⅣ層をⅢ層がほぼ水

※②ではⅣ層にわずかに層厚の変化が認められる。 ※変形が及んでいると考えられる地層の一部を着色
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②では，わずかに変形しているⅣ層をⅢ層がほぼ水
平に覆い，Ⅲ層内部に変形や層厚変化は認められ
ない。

ニアトレース記録（測線KEM1 音源：ｴｱｶﾞﾝ）



○岩内堆東撓曲，岩内堆南方背斜，Fs-10断層では，褶曲構造の前

２．ｆ1断層北方の褶曲の活動性について

翼または後翼に変形軸面が認められ，軸面がⅡ層まで及んでいるこ
と，Ⅲ層以下に褶曲に伴う層厚の変化が認められること等から，後
期更新世以降の活動性は否定できない。

○一方，Fs-10断層北方のｆ１断層は，前述の断層に比べ，活動性が

ｆ１断層北方の高まり

不明瞭である。

○さらに，ｆ１断層北方の高まりに関連する褶曲構造は，褶曲構造の
前翼及び後翼に分布するⅢ層に変形軸面は認められず，層厚の変
化も認められない。

③F 10断層

f1断層

岩内堆東撓曲，岩内堆南方背斜及びFs-10断層（ｆ１断層含む）は
後期更新世以降の活動が否定できない断層であるが，ｆ１断層北方の
高まりに関連する褶曲については，Ⅲ層堆積時（中期更新世）以降の

③Fs‐10断層

高まり 関連する褶曲 は， 層堆積時（中期更新世）以降
活動性が認められないことから，連動の対象として考慮しない。

泊発電所

①岩内堆東撓曲 変形，層厚変化の認め
られる最上位層

変形及び層厚変化の認
められない地層泊発電所 られる最上位層 められない地層

f1断層北方の高まり Ⅳ層 Ⅲ層

f1断層※1 Ⅲ層下部 Ⅲ層上部

Fs-10 断層 Ⅱ層 ー
連
動
を

②岩内堆南方背斜 岩内堆東撓曲 Ⅱ層 ー

岩内堆南方背斜 Ⅳ層 ー※2

※1．近傍のシングルチャンネル音波探査記録で後期更新世以降の活動を否定できないことから，活動
性を評価している。

※２ Ⅱ層及びⅢ層 層厚が薄く不明

考
慮
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表層に堆積する数十m程度の薄層（主にⅠ,Ⅱ層）を剥いだ地質分布図に
地質構造を重ね合わせたもの

※２．Ⅱ層及びⅢ層の層厚が薄く不明

※３．Ⅳ層：下部～中部更新統，Ⅲ層：中部更新統，Ⅱ層：上部更新統
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